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会　　議　　の　　概　　要 

 
開議　１０：００～ 

１　開議 

 

２　委員長報告の確認 

＜小林委員長＞ 

―委員長報告の朗読― 

＜小林委員長＞ 

　これでよいか。 

―全員了― 

　 

２　事務事業評価結果の確認 

＜小林委員長＞ 

―事務事業評価結果について説明― 

＜小林委員長＞ 

　これでよいか。 

＜三上委員＞ 

　情報教育推進経費の意見等の欄、三つ目の〇、格差について指摘することは適切では

ない、有効に使ってほしいことが示せればよいのではないかと考え、その点修正して

はどうか。 

＜福井委員＞ 

　一つ目の〇と三つ目の〇が相反する内容である。 

＜原野委員＞ 

　一つ目の〇の中に使用状況の格差についても触れていると思う。 

＜松山委員＞ 

　三つ目の〇はとってもよいのではないか。 

＜三上委員＞ 

　三つ目の〇の格差の内容はとって、二つ目の〇と融合し、例えば「すべての教員・児

童・生徒が有効活用できるよう、引き続き支援に努められるとともに、ＩＣＴ支援員

の配置数を、国の定める基準に引き上げられたい。」としてはどうか。 
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＜小林委員長＞ 

　今三上委員からあったように修正することでよいか。 

―全員了― 

＜小林委員長＞ 

　他になければ、以上で総務文教分科会を散会する。 

～散会　１０：３４


